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1. 授業の概要（ねらい）
国際化や多文化社会化が進んでいる日本社会では、国内においても外国の人々との異文化接触の機会が増えている。言
うまでもなく、この異文化接触は海外においては、避けて通ることができません。ここで必要なのが異なる社会に属する人
と円滑な人間関係を構築し「共生」するための知識や方法です。例えばお互いの文化、社会、習慣、慣習、価値観、そして物
事の考え方、そしてコミュニケーションの取り方等を知らなければ、円滑なコミュニケーションをとることは難しくなります。本
講座ではこの視点にたち、「異文化コミュニケーション」について学習します。その際、ケース・スタディーなどをグループ
ワーク等で行い、発表を行います。

2. 授業の到達目標
①異文化理解をするために、基本的なことを理解すること。
②異文化コミュニケーションの「キーワード」を中心に基本的概念について理解すること。
③理論やケーススタディ－をしっかり学習し、実際の異文化状況の中で適応できるようになるための基礎をつくること。

3. 成績評価の方法および基準
①平常点（出席率及び積極的な授業参加、及び課題等）50％　②定期試験 50％、等で総合的に評価します。
（注意）特に出席率は評価に大きな影響があります。また出席（遅刻を含む）、試験及び提出物等、上記の各項目の中に１
つでも極度に悪い状況がある場合、それだけで履修が認められらないことがあります。詳細は授業でお知らせいたします。 

4. 教科書・参考文献
教科書
石井敏、久米昭元、長谷川典子、桜木俊行、石黒武人　はじめて学ぶ異文化コミュニケーション　－多文化共生と平和構
築に向けて－　有斐閣　

5. 準備学修の内容
異文化理解に関する課題があるので、自ら積極的に取り組んでください。また事前に指定されたテキストや課題をしっかり
勉強し、積極的に授業が受けられるように準備してください。

6. その他履修上の注意事項
異なる文化に属す人々と接触する時は、お互い言語を理解しているだけでは、円滑なコミュニケーションをとることはできま
せん。本講座で学習する「異文化コミュニケーション」の知識があることは、より円滑なコミュニケーションをとることができる
ようになる可能性あります。それゆえ自らこのような能力を習得するという、目的意識をもって履修してください。

7. 授業内容
【第１回】 オリエンテーション

異文化コミュニケーションを学ぶということ。
【第２回】 異文化コミュニケーションの基本概念。

文化、コミュニケーション、異文化コミュニケーションについて。
重要キーワード。

【第３回】 自己とアイデンティ。
障壁の種類、偏見・ステレオタイプはなぜ生まれるか。

【第４回】 異文化コミュニケーションの障壁。
偏見の低減に向けて。

【第５回】 深層文化の探求。
文化的価値観の学習過程。価値志向と価値観の国際比較。

【第６回】 言語コミュニケーション。（１）
言語の構造、言語メッセージの意味と用法。

【第７回】 言語コミュニケーション。（２）
コミュニケーション・スタイル、文化差・個人差、コンテキストの諸要因。

【第８回】 非言語コミュニケーション。
非言語コミュニケーションの特質と種類。

【第９回】 カルチャーショックと適応のプロセス。（１）
カルチャーショックの特徴、異文化適応曲線。異文化適応に盈虚を及ぼす要因。

【第10回】 カルチャーショックと適応のプロセス。（２）
「成長」過程としての異文化適応、異文化適応とアイデンティティの変化。

【第11回】 対人コミュニケーション。（１）
異文化の友人、異文化の恋人との関係構築。

【第12回】 対人コミュニケーション（２）
「思い込み」異文化コミュニケーション。

【第13回】 内容理解。
【第14回】 異文化コミュニケーションの教育・訓練。

異文化コミュニケーション能力、教育、訓練、等。
【第15回】 異文化コミュニケーションの研究。

異文化コミュニケーション研究の歴史、特徴領域、方法。


